
（
保
護
観
察
の
解
除
の
基
準
等
）

（
保
護
観
察
の
解
除
の
基
準
等
）

第
八
十
二
条

法
第
六
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
保
護

観
察
を
解
除
す
る
処
分
は
、
健
全
な
生
活
態
度
を

保
持
し
て
い
る
保
護
観
察
処
分
少
年
に
つ
い
て
、

そ
の
性
格
、
年
齢
、
経
歴
、
心
身
の
状
況
、
家
庭

環
境
、
交
友
関
係
、
被
害
者
等
の
状
況
及
び
被
害

者
等
の
被
害
の
回
復
又
は
軽
減
の
た
め
に
と
っ
た

行
動
の
状
況
、
保
護
観
察
の
実
施
状
況
等
を
考
慮

し
、
保
護
観
察
を
継
続
し
な
く
と
も
、
当
該
生
活

態
度
を
保
持
し
、
善
良
な
社
会
の
一
員
と
し
て
自

立
し
、
確
実
に
改
善
更
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

認
め
る
と
き
に
す
る
も
の
と
す
る
。

第
八
十
二
条

法
第
六
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
保
護

観
察
を
解
除
す
る
処
分
は
、
健
全
な
生
活
態
度
を

保
持
し
て
い
る
保
護
観
察
処
分
少
年
に
つ
い
て
、

そ
の
性
格
、
年
齢
、
経
歴
、
心
身
の
状
況
、
家
庭

環
境
、
交
友
関
係
、
保
護
観
察
の
実
施
状
況
等
を

考
慮
し
、
保
護
観
察
を
継
続
し
な
く
と
も
、
当
該

生
活
態
度
を
保
持
し
、
善
良
な
社
会
の
一
員
と
し

て
自
立
し
、
確
実
に
改
善
更
生
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
認
め
る
と
き
に
す
る
も
の
と
す
る
。

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

（
保
護
観
察
の
一
時
解
除
の
基
準
等
）

（
保
護
観
察
の
一
時
解
除
の
基
準
等
）

第
八
十
三
条

法
第
七
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

保
護
観
察
を
一
時
的
に
解
除
す
る
処
分（
以
下「
保

護
観
察
の
一
時
解
除
」
と
い
う
。）は
、
現
に
健
全

な
生
活
態
度
を
保
持
し
て
い
る
保
護
観
察
処
分
少

年
に
つ
い
て
、
そ
の
性
格
、
年
齢
、
経
歴
、
心
身

の
状
況
、
家
庭
環
境
、
交
友
関
係
、
被
害
者
等
の

状
況
及
び
被
害
者
等
の
被
害
の
回
復
又
は
軽
減
の

た
め
に
と
っ
た
行
動
の
状
況
、
保
護
観
察
の
実
施

状
況
等
を
考
慮
し
、
保
護
観
察
を
一
時
的
に
解
除

す
る
こ
と
で
、
当
該
生
活
態
度
を
保
持
し
、
善
良

な
社
会
の
一
員
と
し
て
自
立
し
、
改
善
更
生
す
る

こ
と
を
促
進
す
る
と
認
め
る
と
き
（
前
条
第
一
項

に
該
当
す
る
と
き
を
除
く
。）に
す
る
も
の
と
す

る
。

第
八
十
三
条

法
第
七
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

保
護
観
察
を
一
時
的
に
解
除
す
る
処
分（
以
下「
保

護
観
察
の
一
時
解
除
」
と
い
う
。）は
、
健
全
な
生

活
態
度
を
保
持
し
て
い
る
保
護
観
察
処
分
少
年
に

つ
い
て
、
そ
の
性
格
、
年
齢
、
経
歴
、
心
身
の
状

況
、
家
庭
環
境
、
交
友
関
係
、
保
護
観
察
の
実
施

状
況
等
を
考
慮
し
、
保
護
観
察
を
一
時
的
に
解
除

す
る
こ
と
で
、
当
該
生
活
態
度
を
保
持
し
、
善
良

な
社
会
の
一
員
と
し
て
自
立
し
、
改
善
更
生
す
る

こ
と
を
促
進
す
る
と
認
め
る
と
き
（
前
条
第
一
項

に
該
当
す
る
と
き
を
除
く
。）に
す
る
も
の
と
す

る
。

﹇
２
〜
４

略
﹈

﹇
２
〜
４

同
上
﹈

（
保
護
観
察
の
一
時
解
除
の
期
間
中
に
お
け
る
調

査
等
）

（
保
護
観
察
の
一
時
解
除
の
期
間
中
に
お
け
る
調

査
等
）

第
八
十
四
条

﹇
略
﹈

第
八
十
四
条

﹇
同
上
﹈

２

保
護
観
察
所
の
長
は
、
保
護
観
察
の
一
時
解
除

の
期
間
中
の
保
護
観
察
処
分
少
年
が
、
法
第
七
十

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ

る
法
第
五
十
条
第
一
項
に
掲
げ
る
事
項
を
遵
守
し

な
か
っ
た
と
認
め
る
と
き
そ
の
他
の
再
び
保
護
観

察
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

法
第
七
十
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
保
護
観
察

の
一
時
解
除
を
取
り
消
す
も
の
と
す
る
。

２

保
護
観
察
所
の
長
は
、
保
護
観
察
の
一
時
解
除

の
期
間
中
の
保
護
観
察
処
分
少
年
が
、
法
第
七
十

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ

る
法
第
五
十
条
第
一
項
に
掲
げ
る
事
項
を
遵
守
し

な
か
っ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
法
第
七
十
条
第
五

項
の
規
定
に
よ
り
、
保
護
観
察
の
一
時
解
除
を
取

り
消
す
も
の
と
す
る
。

３

﹇
略
﹈

３

﹇
同
上
﹈

（
少
年
院
仮
退
院
者
の
退
院
の
基
準
等
）

（
少
年
院
仮
退
院
者
の
退
院
の
基
準
等
）

第
八
十
九
条

法
第
七
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る

申
出
は
、
健
全
な
生
活
態
度
を
保
持
し
て
い
る
少

年
院
仮
退
院
者
に
つ
い
て
、
そ
の
性
格
、
年
齢
、

経
歴
、
心
身
の
状
況
、
家
庭
環
境
、
交
友
関
係
、

被
害
者
等
の
状
況
及
び
被
害
者
等
の
被
害
の
回
復

又
は
軽
減
の
た
め
に
と
っ
た
行
動
の
状
況
、
保
護

観
察
の
実
施
状
況
等
を
考
慮
し
、
保
護
観
察
を
継

続
し
な
く
と
も
、
当
該
生
活
態
度
を
保
持
し
、
善

良
な
社
会
の
一
員
と
し
て
自
立
し
、
確
実
に
改
善

更
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
る
と
き
に
す
る

も
の
と
す
る
。

第
八
十
九
条

法
第
七
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る

申
出
は
、
健
全
な
生
活
態
度
を
保
持
し
て
い
る
少

年
院
仮
退
院
者
に
つ
い
て
、
そ
の
性
格
、
年
齢
、

経
歴
、
心
身
の
状
況
、
家
庭
環
境
、
交
友
関
係
、

保
護
観
察
の
実
施
状
況
等
を
考
慮
し
、
保
護
観
察

を
継
続
し
な
く
と
も
、当
該
生
活
態
度
を
保
持
し
、

善
良
な
社
会
の
一
員
と
し
て
自
立
し
、
確
実
に
改

善
更
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
る
と
き
に
す

る
も
の
と
す
る
。

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

（
仮
釈
放
者
の
不
定
期
刑
の
終
了
の
基
準
等
）

（
仮
釈
放
者
の
不
定
期
刑
の
終
了
の
基
準
等
）

第
九
十
八
条

法
第
七
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る

申
出
は
、
健
全
な
生
活
態
度
を
保
持
し
て
い
る
仮

釈
放
者
に
つ
い
て
、
そ
の
性
格
、
年
齢
、
経
歴
、

心
身
の
状
況
、
家
庭
環
境
、
交
友
関
係
、
被
害
者

等
の
状
況
及
び
被
害
者
等
の
被
害
の
回
復
又
は
軽

減
の
た
め
に
と
っ
た
行
動
の
状
況
、
保
護
観
察
の

実
施
状
況
等
を
考
慮
し
、
保
護
観
察
を
継
続
し
な

く
と
も
、
当
該
生
活
態
度
を
保
持
し
、
善
良
な
社

会
の
一
員
と
し
て
自
立
し
、
確
実
に
改
善
更
生
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
る
と
き
に
す
る
も
の
と

す
る
。

第
九
十
八
条

法
第
七
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る

申
出
は
、
健
全
な
生
活
態
度
を
保
持
し
て
い
る
仮

釈
放
者
に
つ
い
て
、
そ
の
性
格
、
年
齢
、
経
歴
、

心
身
の
状
況
、
家
庭
環
境
、
交
友
関
係
、
保
護
観

察
の
実
施
状
況
等
を
考
慮
し
、
保
護
観
察
を
継
続

し
な
く
と
も
、
当
該
生
活
態
度
を
保
持
し
、
善
良

な
社
会
の
一
員
と
し
て
自
立
し
、
確
実
に
改
善
更

生
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
る
と
き
に
す
る
も

の
と
す
る
。

（
保
護
観
察
付
一
部
猶
予
者
の
住
居
の
特
定
の
基

準
等
）

（
保
護
観
察
付
一
部
猶
予
者
の
住
居
の
特
定
の
基

準
等
）

第
九
十
九
条
の
二

第
八
十
一
条
の
七
第
一
項
の
規

定
は
、
法
第
七
十
八
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準

用
す
る
法
第
六
十
八
条
の
七
第
一
項
の
決
定
に
つ

い
て
、
第
八
十
一
条
の
七
第
二
項
の
規
定
は
、
刑

事
施
設
の
長
、
少
年
院
の
長
又
は
保
護
観
察
所
の

長
が
、
当
該
決
定
を
受
け
た
保
護
観
察
付
一
部
猶

予
者
に
つ
い
て
、
法
第
七
十
八
条
の
二
第
一
項
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
十
八
条
の
七
第
二
項
に

規
定
す
る
事
情
が
生
じ
た
と
認
め
る
場
合
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
八
十
一
条
の
七
第
二
項
中
「
収
容
可
能
期
間
の

満
了
」
と
あ
る
の
は
、「
刑
法
第
二
十
七
条
の
二
の

規
定
に
よ
る
猶
予
の
期
間
の
開
始
」
と
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る
。

第
九
十
九
条
の
二

第
八
十
一
条
の
七
第
一
項
の
規

定
は
、
法
第
七
十
八
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準

用
す
る
法
第
六
十
八
条
の
七
第
一
項
の
決
定
に
つ

い
て
、
第
八
十
一
条
の
七
第
二
項
の
規
定
は
、
刑

事
施
設
若
し
く
は
少
年
院
の
長
又
は
保
護
観
察
所

の
長
が
、
当
該
決
定
を
受
け
た
保
護
観
察
付
一
部

猶
予
者
に
つ
い
て
、
法
第
七
十
八
条
の
二
第
一
項

に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
十
八
条
の
七
第
二
項

に
規
定
す
る
事
情
が
生
じ
た
と
認
め
る
場
合
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
第
八
十
一
条
の
七
第
二
項
中
「
収
容
可
能
期

間
の
満
了
」
と
あ
る
の
は
、「
刑
法
第
二
十
七
条
の

二
の
規
定
に
よ
る
猶
予
の
期
間
の
開
始
」
と
読
み

替
え
る
も
の
と
す
る
。

﹇
２
・
３

略
﹈

﹇
２
・
３

同
上
﹈

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報
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